
 

宮沢賢治学会イーハトーブセンター地方セミナー開催要綱 

 

 （目的） 

第１条 地方セミナーは、宮沢賢治学会イーハトーブセンター（以下「学会」という。）において、学

会会員及び会員以外の方々の知的研鑽に寄与するとともに、宮沢賢治の愛好者及び会員の拡大に資す

ることを目的とする。 

 （定義） 

第２条 地方セミナーとは、各地（花巻市以外の所在地であって、国内に限る。）で宮沢賢治を研究す

る、ないし愛好するものにおいて、団体等の所在地において、宮沢賢治の作品又は実践及びその周辺

事象に関して開催する講演、シンポジウム、研究発表等（以下「セミナー」という。）をいう。 

 ２ 地方セミナーの開催に当たっては、開催地の特色を反映するよう努めるものとする。 

 ３ 賢治作品を原作又は原案とした上演又は公演に限られた事業は、地方セミナーの対象としない。

ただし、これらの事業をセミナーと併せて行う場合は、地方セミナーの対象とすることができる。 

 （主催及び主管） 

第３条 地方セミナーの主催者は学会とし、開催する団体等は主管者としてセミナーの運営を担当す

る。 

 （企画の申込み及び決定） 

第４条 地方セミナーを開催しようとする団体等（団体の代表者は、学会の会員に限る。）は、開催予

定期日の 12 か月前までに宮沢賢治学会イーハトーブセンター地方セミナー開催申込書（別記様式）

を学会に提出するものとする。 

 ２ 申込みは、企画委員会の審議を経て、理事会においてその開催の可否を決定し、速やかにその

可否を申込者に通知する。 

 ３ 地方セミナーを開催した団体等は、事業完了後、あらかじめ申請した提出予定日までに事業実

施報告書及び収支決算書を学会に提出しなければならない。 

 （事務分掌） 

第５条 主管者が担当する事務は、次のとおりとする。 

  (1) セミナーの事業計画、収支予算案の作成 

  (2) 会場の確保 

  (3) 講師の依頼、交渉及び講師の出演に関わる事務的作業 

  (4) セミナー参加者の申込み受付 

  (5) セミナーの運営 

  (6) 実施報告書及び収支決算書の作成 

  (7) 講義記録等の作成（講義記録には、セミナーの写真を添えること。） 

 ２ 前項の事務処理に当たっては、主管者は主催者と必要に応じて協議するものとする。ただし、

協議を踏まえ、必要と認められた場合は、主催者が事務処理を行うものとする。 

 （運営費用） 



第６条 学会は、地方セミナーを開催する団体等から提出された申込書の企画趣意などの内容を検討

したうえで、次に掲げる地方セミナーの開催に要する費用を支出する。ただし、合計額は 30 万円を

超えることができない。 

  (1) 講師及びパネリスト等謝礼 セミナーの内容及びこれまでの支給実績を勘案した額 

  (2) 講師及びパネリスト等旅費 学会旅費規程による額 

  (3) 普及費 ポスター・チラシ・プログラム印刷費 

  (4) 会場使用料 公共施設を利用することを原則とし、その使用料 

  (5) その他 賢治作品を原作又は原案とした上演又は公演であって、学会が地方セミナーの対象

と認めた事業に要する経費 

 ２ 主管者は、セミナーの受講料は徴収しないものとする。ただし、資料代・昼食代等の費用は、

参加者から実費負担として徴収することができる。 

 ３ 学会は、開催を決定した地方セミナーであっても、次に掲げる場合は、開催した団体等に対し、

学会が支出した費用の返却を求めることができる。 

  (1) 理由なく、事業実施報告書及び収支決算書の提出が著しく遅延した場合 

  (2) 地方セミナーの目的に反する行為があったと理事会が認めた場合 

 （補則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

 

 附則 

 この要綱は、平成 28年 7月 24日から施行し、平成 29年度以後に開催する地方セミナーから適用

する。 

 


